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YOU・FIT たむら 利用者７万人達成！
　去る昨年 9 月 15 日、YOU・FIT たむらの利用者が７万人
となりました。７万人目の利用者は、船引町在住の佐藤重孝
さんです。
　昨年 11 月 9 日、㈱まちづくりふねひきの安藤一善社長か
ら佐藤さんに、記念品としてマスコットのお人形様「まもる
くん」のキャラクターグッズが贈られました。佐藤さんは、
日ごろから健康増進を心がけ、元気に仕事を続けられるよう
にと、施設を利用して運動しているとのことです。

ふるさとおおごえ会 感慨深くふるさとを訪問
　昨年 11 月 11 日、ふるさとおおごえ会が「ふるさ
と訪問及び地元協力会との交流会」を実施し、会員 17
人が参加しました。参加者は、旭鉱末㈱鉱山（通称：
石山）を見学し、標高約 670m 地点で見る石灰石の壮
大な景観に感嘆の声を上げていました。また、産業団
地として造成を進めている住友大阪セメント㈱工場跡
地を見学した後、市役所を表敬訪問し、市長との懇談
や庁舎見学を行いました。その後、「地元協力会との交
流会」が行われ、終始なごやかな雰囲気で歓談しました。

大越 芸術鑑賞会 美術や菊に癒され
　昨年 11 月 12 日、大越公民館主催の芸術
鑑賞会が行われ、参加者 34 人は福島県立美
術館、二本松市の大山忠作美術館と菊人形展
を鑑賞しました。県立美術館では、原安三郎
コレクションの浮世絵風景版画の繊細な版画
技術に感心し、大山忠作美術館では、自画像
など特有の作品に感銘を受けました。菊人形
展では、様々な菊の芸術に心が癒されました。

都路 文化発表会・常葉 芸能祭

多彩な発表で楽しいひととき
　昨年 11 月 13 日、田村市文化協会都路支部主催の第
10 回文化発表会が都路公民館で開催され、各団体の
歌や踊りが披露されました。今回は、特別出演で船引
町のフラダンスの団体と都路社交ダンスの会も参加し、
もりだくさんのプログラムになりました。地元と避難
先から観客が集まり、久しぶりの再会となりました。
最後は、恒例の田村盆歌の踊りで出演者と観客が一体
となり、楽しいひとときを過ごしました。（写真上）
　昨年 11 月 27 日には、常葉町芸能祭が常葉公民館で
盛大に開催され、小学生から 92 歳まで約 250 人が参
加しました。出演者は日頃の練習の成果を十分に発揮
し、多種多様な素晴らしい演出に観客も大満足でした。

（写真下）

税の作品展表彰 児童や生徒が受賞
　昨年 11 月 15 日、税に関する作品展表彰式が郡山ビッグアイで開かれ、「小学生の税に関する習字展」（郡
山地区租税教育推進協議会主催）、「中学生の税についての作文」（国税庁・全国納税貯蓄組合連合会共催）、

「税に関する高校生の作文」（国税庁主催）の受賞者に、表彰
状が授与されました。市の受賞者は次のとおりです。（敬称略）

〈小学生の税に関する習字展〉
●田村地区商工会広域連携協議会長賞…石井遥香（緑小６年）

〈中学生の税についての作文〉
●福島県知事賞…大友陽加（船引中３年）
●郡山地区納税貯蓄組合連合会長賞…宗像佑樹（大越中３年）

〈税に関する高校生の作文〉
●郡山税務署長賞…吉田有花（船引高校３年） ▲左から石井さん、大友さん、宗像さん、吉田さん

認知症対策 認知症を他人ごとにしない
　昨年 11 月 19 日、市役所で、「認知症になってからの生き方、
支えあい方」をテーマに認知症セミナーが開かれ、161 人が寸
劇と講演を聴講しました。寸劇では、認知症の方への接し方が、
ユーモアを交えて紹介されました。講演では、認知症の方がで
きることに焦点を当て、周囲が優しく見守ることの大切さにつ
いて、聴講者は熱心に聞き入っていました。（写真上）
　昨年 12 月 3 日には、船引南中学校で認知症サポーター養成
講座が開かれ、生徒、教師、保護者など 174 人が受講しました。
受講者は認知症の症状や接し方などについて学びました。（写真
下）
　このほかにも、認知症おかえり支援事業や認知症介護者ほっ
とサロンなど、認知症対策の事業が行われていますので、詳し
くは保健福祉部 介護福祉課（☎ 82-1115）までお問い合わせく
ださい。

大相撲田村場所 剰余金を田村市社協に寄附
　大相撲田村場所実行委員会は、昨年８月に開催した大相
撲夏巡業「田村場所」の剰余金 436 万円を田村市社会福祉
協議会に寄附しました。
　昨年 11 月 22 日に市役所で贈呈式が行われ、実行委員会
の管野会長、冨塚名誉会長、杉山顧問が、田村市社会福祉
協議会の三瓶会長に寄附金を手渡しました。三瓶会長は「多
額の寄附を頂戴し、深く感謝します。社会福祉の向上のため、
有効に活用することをお約束します。」と謝辞を述べました。

都路町民交流会 みんなで築こう 地域の輪
　昨年 11 月 27 日、地域コミュニティ再生と帰還促進を目的とし
て、「元気な都路町民交流会」が古道体育館で開かれ、ボランティ
アの大学生なども含めて約 250 人が参加しました。ゲートボール
や輪投げ競技、フライングディスクやカローリング競技に、子ど
もからお年寄りまで 32 チームが参加し、会場内は笑顔と笑い声に
包まれました。昼食には味ごはんと豚汁が振る舞われ、ビンゴ大
会などでも交流し、親睦を深めました。


